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育　 長 沢由 喜 子

的　 既報 の 第１ 報 ～ 第 ７ 報 に お い て 家 事 サ ービ ス の利 用 実 態を 調 査 し、 そ の 利 用 要 因

本 的 属 性 や利 用 意識 によ り 捉 え、 構 造 的 分 析 を 行 っ た。 本 報は そ こ か ら 得 ら れ た 結 果

説 と し、 事 例調 査 によ り 利 用 要因 間 の 有 機 的 関 連、 家 事 サ ービ ス利 用 とラ イ フ スタ イ

の 関 連 を 総 合的 に捉 え、 利 用 構 造 を 明 ら か に し た い。 さ ら に家 事 の外 部 化 が 今 後 の ラ

ス タ イ ル 形 成 に 関 わ る 動向 を 予測 す る 手 が か り を 得 よう と す るも ので あ る。

法　 事 例 調 査 法 を 用 い、 面ヽ 接 聴 取法 によ る 意 識 調 査 と 自 記 式 留 置 法 に よる 生 活 時 間 調

よ び 家 計 調 査を 行っ た。 こ れ らの 中 から 取 り 上 げ た 内 容 は 既 調 査で 利 用要 因 によ る 影

最 も 顕 著 に み ら れ た 食 生 活関 連 サ ービ ス に限 定 し た。 調 査 時 期 は1990 年 ４ 月 ～6 月 で

は 福 鳥 市 お よ び 盛 岡 市 在 住 の 主 婦８ 名で あ る。 既 調 査 に お い て 分 析 軸 とし て 有効 で あ

た年 齢 ・ 職 業 を 条 件 とし て 選び、 利 用を め ぐ る ラ イ フ ス タ イ ル の 典型 を みよ う と し た。

結 果　 既 報 告 に お い て は 利 用を 促 進 ま たは 抑 制 さ せ る 諸 要 因 を 独 立 変 数 とし て 分 析し て

き た が、 個 別事 例の ラ イ フ ス タ イ ル の 中 で は 第７ 報で ふ れ たと お り 多 く の 要 因 が 複 雑 に 関

連 し あ っ て 利 用 動 機 と な っ て い る。 例 え ば、 利 用 要因 の 時 間 購 入 と も いう ぺ き利 便 性を 凌

いで 家 事 能力 ・ 主 婦 の 使 命 観 ・ 手 づ く り 意 識 等 の 価 値 観が 優位 に たつ 事 例 を 見 出 すこ と が

で き た。 ま た、58 歳 の 長 年 有 職 主 婦 で 加 工 食 品 を 利 用 せず、 外 食を 利 用 し 趣味・ 交 際 で 生

活 を 拡充 し て い る 例 や、56 歳 無 職 の 家 事 時 間 の 多 い主 婦が 調 理食 品 を 適 宜 利 用 し 食 生 活 を

豊 か にし て いる 例も あ っ た。 利 用 動 機 の 意 味 づ け は 今 後さ ら に 個 別性 を 強 め て ゆ く も の と

思 わ れ る が、 そ の中 にも 普 遍 性 を 見出 せ る こ と が 示 唆 さ れ た。

A 13 新 生 活 技 術と 中 高 年 女 性 の 家 事 設 計

北 海 道 教 育 大　　 Ｏ 中 森 千 佳 子

藤 女 子 短 大　　　　　 飯 村し の ぶ

（ 第 ３ 報 ）-  地 域 比 較 一

増 淵哲 子　　 上 里 京 子

目 的：　本研 究 の目 的 は、 情 報化 ・ サ ービ ス 化 社 会 にお け る 中 高 年 女 性 の 新 生 活 技 術 の 利

用実 態、 利 用 の 促 進 要 因、 阻 害 要因 に つ い て 明 ら か に す る こ と に あ る。 第１ 報・ 第 ２ 報 は、

札 幌 調 査 の結 果 を東 北・ 北 海 道支 部 会 に て 報 告 し た が、 今回 は 都 市 化 の 程 度 が 異 な る 三 地

域の 比 較 を 中 心 に 報 告 す る。 新 生 活 技 術 の 導 入 に は 慎 重 な 論 議 を 要 す る が。 身 体 の 老 化 を

補う 家 事 の 方 法 とし て こ れ か ら の 高 齢 者 世 帯 の家 事 設 計 に 有 効 で あ ると 考 え る。

方 法:　札 幌 市 ・ 函 館 市・ 釧 路 市 在 住 の 市 民 生 協 に 加 入 し て い る40 ～60 代 の 主 婦1400 名 を

対 象 者 と し、1990 年 ２ ～ ３ 月 に、 留 置 法 に よ る自 記 式 質 問 紙 調査 を 実 施。

調 査 項 目 は、 説明 要 因 と し て、 対 象 者 の 属 性、 生 活価 値 ・ 意 識、 家 事 の 嗜 好 性 な ど、 被

説明 要 因 で あ る 新 生 活 技 術 の 利 用 実 態 は、 利 用 経 験、 利 用 方 法 の 習 得 法、 利 用の き っ か け、

利 用 し な い 理由、 な ど を 設 定 し た。 ここ で い う 新 生 活技 術 と は、 こ れ か ら の 時 代 に 生 活 を

営 む 上 で、 特 に 家 事 を 遂 行 す る上 で 必 要 と さ れ る 生 活技 術 の こ と を 指 す。 本 調 査 で は、 多

機 能 型 電 化 製品 やワ ープ ロ･ パ ソ コ ン な ど の 機 器 類 の 操 作、 各 種*  ード や家 事 関 連 サ ービ

ス な ど の シ ステ ム の 利 用 を 新 生 活技 術 とし,      2   9 種 類 の 機 器 類・ サ ービ スに つ い て 聞 い た。

結 果：　1091 名 回 収、879 票 を 有 効 と し た（有 効回 収 率62.7 ≫。 対 象 者の ６ 割 は 無 職、 ３ 割

パ ート。 年 齢 構 成 は40 代 が約5 割、50  ･ so 代2 ～ ３ 割 ず つ で あ る が、 札 幌、 函 館、 釧 路 の

順 に年 齢 が 高 い。 地 域 差 は 新 生 活 技 術 へ の 興 味、 利 用 の 意 欲、 種 類。 利 用 度 に み ら れ た。

こ れ は 都 市 化 の 程 度 と 年 代 に よ る 影 響 が あ る と 考え ら れ る。 し か し、 生 活 価 値・ 意 識 や 子

ど も と の 同 居 の 関 連、 さ ら に 阻 害 要 因 と し て の 心 理 的 要 因 な ども 無 視 で き な い も の が あ る。


